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飛騨越中をむすぶ豊かな流れ－
神通川－ 
 

 神通川は、その源を岐阜県高山市
の川上岳（標高1,626ｍ）に発し、岐阜
県内では宮川と呼ばれ、川上川、大
八賀川、小鳥川等を合わせて北流し、
岐阜、富山県境で高原(たかはら)川を
合わせ、富山県に入り神通川と名称
を改め、神通峡を流下し、平野部に
出て、井田川、熊野川を合わせて日
本海に注ぐ、幹川流路延長120km、
流域面積2,720km2の一級河川。 



流域の区域分け 

神通川は岐阜の高山から流れている。 
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インプットデータ 

アメダスデータ 
神通川は、上流で
宮川と高原川が合
流する、岐阜県と
富山県を流れる川。
その流域に沿って、
極めてうまく配分さ
れた地点にアメダ
スの測定点があり、
流域全体の降雨
の状態が非常によ
く把握できる。 

 流域の地形は、上流部には飛騨高原が広がり、高原盆地を侵食する多くの支川と、これにより形成された
高山、古川などの盆地群がある。支川のうち、中部山岳地帯の（標高3,180ｍ）、 （標高3,190ｍ）に発する
川一帯の地形は急峻で、両岸の山腹は迫り、崩壊が多発している。古くから火山活動を続けている （標高
2,455ｍ）や乗鞍火山帯の火山性荒廃地帯を源とする 川付近には、河岸段丘による台地が広がっている。
この平湯川と蒲田川が合流して高原川となり、河岸段丘による台地が続いている。中流部では低山地が
迫って渓谷が続き、下流部では常願寺川と神通川による複合扇状地を形成し富山平野が広がっている。 
                                          (国土省 日本の川より)   



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 

国土交通省資料 



            ダムの機能 
通神通川には非常に沢山のダムが、設置されている。しかしながら、それらの殆どが発電を目的
としたもので、洪水対策用としてはわずかに三つのダムしかない。それらのダムは、下流で神通
川に合流している支流に設けられたもので、これが、洪水対策としてどのような働きをしているか
は、興味ある問題だ。 

ダムの仕様 
有効貯水容量 



ダムの運用 

発電用 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

久婦須川ダム・室牧ダム・熊野川ダムの貯水状況 

 G Zone 

どちらのダムも、それ
なりの流域をカバ―し
て貯水している。貯水
量も今回の豪雨では問
題ない状態。 

降雨の当初から100％の貯水が可能 

 H Zone 

降雨の当初から100％の貯水が可能 



宮川と高原川の合流地点 

宮川、高原川ともに流
域が非常に大きい支
流だ。岐阜の高山・飛
騨で降雨したものがこ
こで合流している。そ
れらの上流には洪水
対策用のダムがない。 



神岡地区の集中豪
雨で15時頃に一回
目の氾濫の可能性
がある。本格的な氾
濫はその５時間後に
発生 



神通大橋あたり 神通川の河口近くにかかる大橋。大
きな河川敷がある。 





発電用のダムが多数設置されている神通川は、電力源として極めて重要な川であ
る。そのため、この川の洪水対策も綿密におこなわれていると思われる。がしかし、
この川は、上流で宮川と高原川という二つの大きな流域を持つ川が合流している。
この合流点で見ると、下流域では、十分な洪水対策が取られているとは言え、この
地点での対策は十分であるとは言い難いのではないか。 

 合流点での流量と、その構成を見ると、高山市の山間部で降雨した雨よりも、合
流点に近い亀岡や河合といった飛騨市界隈での降雨が、短時間のうちに合流点に
流入して来る。これに続いて、水源地近くでの降雨が流入してくるので、河川の増
水・減水が何度も繰り返され、きわめて複雑な様相を示している。こうした現象を正
確にとらえ、氾濫の起こる可能性をできるだけ早く確認することが重要だ。 

 今後は、アメダスのデータを用い、リアルタイムで氾濫の予測ができるような、プ
ログラムを作成して行きたい。 
                                (2020.07.07) 
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